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　　　第’ユ2回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　議事塗箏

日時。　　昭和51年6月9日㈱1午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室

議題

　　建設省及び科学技術庁．（航空宇宙技術研究所関係）の安

　　望事項について

｝説賭’素謡国土鯛戦地部長　鑑弘道1
　1．　　　航空出面技術研究所科学研究官　河崎後夫1

資料

　委12－1　．第．↓■由宇：宙開発委員会（定例会訟）議薯寮旨

　委12－2　海筍開発計画に関する要望事項（1）建設省

　委12－3　　噂　　　〃　　ρ　　●（2）一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学技術庁

　　　一　　　　．・　　　　　　　　　　　（その1）
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　　　　　　　第■■回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　　　　議　事要　旨

：L・日時．　昭和51’年6月2日㈱午後2時～4時

2・場所．　’宇宙開発委員会会議室

a議題．’ @．”．　「．　　　一
　　　（1プ部会長の指名紀ついて　　　1　，

　　　（2）に禦三所謝る軍騰購のデブ取騨

4』幽 送ｿ　　　。　．　　．』　●　．　・ご　　　，・　　　、

　　委士1－7亀　第ゴ。回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　　　委1真一2　、ゴ旦も三田速報　　’．．㌧．

5． @出席者　　’　　　．　、　　　・〆

　　　宇宙開発委員会委員長代理　　　　　　網　島　　一i毅

　　　’〃　　委員’．　・’　吉識雅夫
　　　　，”　∫”，　　’』’　八藤東禧

　　　　”．∴∫‘’斎選威文
　　説明者　　　　　　　　　・　’、

　　＿電波研究所長　　・　　　’　　　　　　湯　原一仁　夫

　　　　’〃　．　情報処理部長　　’　．　　・尾　方一義　春

　　　　〃　　　　　〃　　．衛星デー・タ解析一

　　　　　　　　　　　研究室長　　　・　　松　浦　延．央、

　　劇係省庁職員等

　　　科報徳庁研翻総長　ゴ大沢弘之・
　　　∫4一　長官官房参事官　　　　　　園．山1重　道・

　　　　　　　　　　　　　　でり

　　気象庁三部母　　　＿

　　郵政省電波監理局審議官・

　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　〃　　　　　　　　　　〃

　　建設省国‡地理院

事務局

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画謙長

　一　〃．　・　〃　　宇宙国際課長

　　’〃　　　　　〃　璽宇宙開発課長

6・議事要旨．

（1）前回議事安旨につやて
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　　第i・回馬鞭発翻会（定例開講要旨醜認され

　た。隔

（2）部会長の指名κついて　　　　　　　’一

　　．佐々木義武宇宙開発委員会委員長からぐ計画部会長淀網島

∫毅委即∫・また・四部会長に吉識雅夫委員が指名されたと‘

　の報告が・網島毅委員長代理から行われた。

（3）電波研究融ける雛層翻衛星のデータ略結果ゆ

　いて．　　　　　　・　一　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　！

　’郵政省電波研魔所の湯原仁夫所長、尾方義春情報処理部長

悪留瀧夫儲処理三星データ解析研究室長から、資料

　委1ゴー2に基づいて説明が行われたのち、以下の質疑応答

　が行われた。

　　　　　　　　　　　　l21し
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湯原：エs艦＄と1同Pく電離層観測を目的とすうがヤ研究徳星であ

　　、り一、記憶容量も非常に小さい。極地域でQ観測が中心になつ

奥藤隠麟さ撫一どのよ効巣があ喫廠ら一

　　れるのか6’・

幽幽地球師㌃タを短雨期で彫やる⑳太陽活軌
　　．面輪状態と礪欝三三漁礁疹経度・緯麟様々
　　な疲ラ’メータφもとでデ：一画が得られより正確宏電波辛報O

．　電波警報を出ナことができる。また、今まで艶本ぷ中心’とな．

　　つて世界的な予報。麟を財ζ拶励つたが・それも可、

　　能となったであろう。．

八藤：以前・東京大学の科学衛星が電離層寵測をしたことがあっ

　　たが・それとの関連はどうなっているのかb

湯原：その艀龍の醗哨たっては庵波研究所鯵回し、．，

　　その時の成果はエSSに生かされている。

・斎藤：東京大学あるいは学術審議会の答申における中枢研究所の

　　目的はあく郊艀研究であり・『蔽業務を鞘する轍各

　　とは立場を異にする。

綿割定項目語通のもりがあるが、1こ綜既ては科学醒

　　㊧データでは不十夢なのでエ・＄sでも測定するρか、それと

　　’象を皇嗣の帽的であり・酒糟繋いが・郵政省では

　　電波業務に資するために電離層全体を観測する必要がある。

　　　　　　　　　　　　　一’e∫

　　　，詣編響回忌果が出て畔’
　　八藤：エs等については今後定常花盛の問題壷残してい為が・電

　　　　波判所で壁れらゆいてど靖添い・る二のか・

　　湯原吟回の証げでミッション機器は正常に動作することが確

　　　心・認さ棟ので・漉油予備解を打量げて映だいて翻

　　　　を徳た姶・また・醐ロ年の旧記力騨駅舗る
　　　　騨を郷ためには・半麟？碑以上にやたって翻を行

　　　　う必要力1あるめで・’そρ二三漉していただきたいげ

　　　　更に・そめ観渾が終わっ．た後においても、少くともiっの衛

　　　　星を用いて観測を続ければ・短期的な電波予報・電波警報た’

　　　　、資する所が大きい。、　　　　’

　　斎藤＝エ．s貫の観測データは・実用・科学両唾の価値があり＼そ

　　　　の趣旨に沿った取扱いをしてほしい。また、ミツシヨレ機器

　　　　の宇蹄おける作動回心は鷹隔て吻で・予儲鞭

抽藺辮士rsで得られたデ「タ姓かして直ぢき所を直
　　　　して搭載するようにしてほしい。1　　．　　　．…　　鼻’

棘華務島贈甲追跡管制所で得られたデ．一二は使っていなゆか。

　　松浦3先週そめデータを提供されたので、．それを加えてさらにミ

　　　　．ツションデータの解折をつづける予定である。’　　　　　　　二

三舗術予脈動上げまでの間・蘭支所はどるよ旅殺立て

　　　　るのか。

為9’
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湯原：エ．SユS・ATS一⊥等についてコマンド送信、デー・タ取得

　　等を以前ゑら布r『」（却b・．ζれを継耗レていぐ。　　　．

吉識第2号の騨顯醜皇を矩ナる除には、外国の動向や

　・我が国における必要僥につい℃、萌確な納得のゆく説明をし

　　てほしい6
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宇宙開発計画に関する要望事項（1）

　　　建　設　省

■・測地衛星6研究開発計画　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　（2）

（1）　基本的考え方・・　　．

　　　　従来の測地測量は、観測地点間を直接に見通すことが必

　　　要であったが、人工衛星による測地測量は、これと異なり

　　　離ρ醒を仲介とするため・より血塊灘量が可能ξ・

　　　奉る・従？て蒲星園は従来・槻模姻量を勲てゼ

　　　く際に不可避な累積誤差の規正、及び海洋をはさむ遠隔地『

　　．域り測地的結合に寄与することができるσす左わち、従来

　　の測地測量では解決の出来ない・国内測鞄三角網の規正・

　　　離島位置の決定乱日本測地原点の確立等の測地測量におけ　　　　　　　　　　（3）

　　’る実際的課題を解決することぷできる6これらの謙題には、

　　　我が国固有のものと国際協力によってなされるべきものと

　　選るへま蛾が即測量聯に髄な醜醒鏑ち
　　　上げ・．これにより我が国及びその周辺における正確な資料

　　　を集積し、二次国際的な測地二業に協力してやぐ必要があ

　　　壁考える・世界的に解測地が行われれば各地域で嘆

　　　料力1統合され・これ迄三四連づけられていなかr雑　　　

　　堺各地雨漏網が富源ることになり揖界的峰一　　●
　　　された地図、海図の作成が違成される。また、衛星測地め　　　　　’　　　ψ

　　・精飾弓酵観測体制の整徹伴い・全地球的三三・す戸・

　　’表わち・地球の形と大きさ・大陸移動・曹堆琿め力学的諸性　　　’

　　　　　　　　　　　　一一ゴー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

三等をより正確に知るζ一とができ・天文学、地球物理学は

もとより今律の宇宙科学等の発展にも大きく貢献するもの

と考えられる。．　　　．．

長期構想　　　　　　　

　レー：ザー反射気球型測地衛畢による衛星測地は現在最も

高精度である，と考えられるが国この衛星ρ開発を阜期に実

現し、これによって重要拠点における正確な位置の決定を．

’行い・卸して国内賊軍鮪の規聴ど測地測量増す、

翠本的翻の雨脚図る礁た・一より三層の徽向上を

もたらす衛星測地システムの研究を行うとともに能動的機
　　　　　　　　　　　　　　　
鯵有する電漣測地衛星等によ鋤率の高い衛星予熱

ズテムについても研究を進める。　　　　　　　．

レーザー二反射気球型測地衛星の囲発計画　　　・

　レーザー反射気球型測地衛星は芳向観測のための太陽全

反射・及び鹿離観澗のためのレーザー光反射の両機能を備

える受動型衛星である。この衛星により、L 蜍K模で純幾何

学的な三次元測地測章が高精度でかつ能率的に行うこζが

でき、測地網の癖馬左どの臼的が有効的に達成される。

　本衛星の構造はアルミゴーティングをしたプラスチック

表面上にレーザー反射用キユービヅクコーナープリズムを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1600ゴ
付着させた・直径1σmの気球であり＼カプセル．に折ρた

たんで収納し宇宙空附で展開膨脹後、球形に保持されるも
　　　　　　　　　　し　ヘゼ　もりのり　　　　ゆ　
めであるσ　　織た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2障z等台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外山（汗．
　　　　　　　　　一　一2一

σ　．
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一一一一 _　　一

　昭和44年度から、海上保安庁水路部と共にぐレーニザー反射弓

三型測地衛星開発のための研究を進め、，’蒼y地理院はこれまでに’

気球材料肇着剤・気球の難技術・太陽光騨能・膿騰お

よび球形保持機構に関する研究を行い、選形を保持することがで

きる気球の開発の可能性を確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（梅禰）
関連雄設の整備計画一一一一昭和48年度より3ケ年計画で人工

　　　南畢レーザー測距装置の研空を行い昭和56年度に試作機

　　　を完成し牽。　なお今後競測ステーシランの増設を行う計

　　　画である。　　一　　　　　　　　　　　．

●’

軌道一一t一L高度　100b～1200：kmの略内軌道

　　　　　∵傾斜角　約50度∫

重量一一一一200k．9以下（カプセルを含む）

打上げ目標時期ラー一一蕗和56年度後期

寿命一一一一4～5年以上

開発ズケジ三一ルー一一一下図のとおり’
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2要望事項　　『　＼
　　宇宙開発計画（昭和50’年度決定）を次のよう．に（下線部分）

　　改められたい6　　　　　　　　　・　’　　　　　．”

　　　第血章・’開発計画

　　　　舞1節　人工衛星の曲発計画

　　　　　　2・開発計薗

　　　　　　（2）実利ノ屠の分野め人工衛星の開発

　　　　　　　⑥測地衛星

　　　　　　　　　月本測地原点の確立・国内測地網㊨規正：』．

　　　　　　　　鐸島位置の決定等を目的とした測地衛星につ

　　　　　　　　いては昭和56年度打上げを目標として開発

　　に着手する。・

（3）木工衛星の研究　　　　　　　　、

　⑤　測地衛星

　　　衛星測地測量における精度および鋤率のよ

　　り・一畳の向上をはかる衛星測地シ盈テムの研

　　　　　窒を僻する昆砿遡衛星四則幽要、

　　　　　な地上機器の研究をひぎらっいて進めるσ

第3節　施設の整備　　　／

　　3…人工衛墨の追跡等に必要な施設

　　　…朝実翻中型放騨星》測地纏・科学衛星

　　　．等の追蹄を行1ラことを目榔“’，「

一5晶一
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委豆2畑3・

’・

　　　　1一’斜照糠∫響、・’・’巳㌦・頁
　　　　電纈鯛興野醐すみ研嚇の紬……∵∴ご
　　　　賀桝ン・ジンρ碑醗二進∵㌘一∴∵・∵∵つ

●　塘舞騰馬挙攣毫1㌍惚璽昏ご三」。

　　　　概リモ、r撞ンシ．ン三四威ンサシス塾二二6穂＿ワ

　　　翠心纏雛げ四三勲係　　　一
　　　　工液醜鰍・〃ツトηのの二品6鵬∴∴一∴一8．

　　　　a∫難醐（ストラ物ン方式）頭テムの磯
　　　　　・開発め推進．．一＿一．＿∴“一一一　　．．・　　　　．

　　嘘噛癖㌧・．『　7吻．…・∵”∵’9．
　　　』レ鰍ラシデブ卿キング擶の研究・…二＝＿＝☆＿♂ユ1

　　　　a何収縮の醗∴∴・…1一・∴一一一．㌔．。一．ユ2
●’！r　その他（提案）’

　　　．三一・畑8s叩網ゆける利騎画ゆいての捷案∴＿冠4

　　　　a・棚鍛サウンタィング・励トゆいて曜案．．・．1．．。＿エ5

．工．人；［離肉係∵’．、　　　　　　　　　　　、

1・3軸妄琳卿晒織舞に面す痂究土場港の縄’・．1　　∴’

　θ）惹・義．’：，．・・　冒’　ズ．

　　　人工幽晦齢ミ賄ン縮痛廉1＝伴駄エ曜あ融
　　物糟と齢腰回蜘z吻．加ゾ欧、まE正副3軸
　　物制伽工駒鰍・断節5〃写初蝉、3儲鯛御覧鍍
　　灘徽欄雑欄姻雌”憐蝦，大州吃開門に減薪
　　うことと師のではひ・製鋼舛。う1興部四隅鰍紐の

　　’纏竃：鯛櫛みの蹴ラ姻セベの魔離に＝樋鰍紘取
　　設計で驚ようにすうこどが望’‘＜’9のため’Fは．わ∂一画’＝3軸霧輩御

　　桝溺回田技撫ぼ雛こて峰こどか4曝袖ガ
　　　：轍脚雫韓翻鰍瞬ε：肉ず琳二三の混幽リ．

　　霧雲購塑斑鵬臼鎌鮨殉よ『離蝉殉上暗線の

ヒ2）国房動向　’＝．一’　・　●二，．∵∴ 　・　．．…’．♂

　　　　入琳勘アンテナ，鰍翻四壁融イヒ書r紘3蕨鋤1
．覧

�苣B輝咋厚嬬帽額茅1愛の数をナ賢6曜肝胆れ亨柚壁．
　　勢鞄御は・大里アンアナを昏昏戟こ脅㍉AT3－6，：地球搦騨」街星と1・z誘躍i’．

　　熔融鰭欧喉励鰹のシンホを衛鞍峡滞れて甑

（の石汗宛潮発計：画．

　　　鯨3纏鰍同轍聯励シぞシ細聴引回の
細レ総総て捌噺財・癖毛rメント涛イ・，地回
　セサおよび太隔センサにっ。・マ研究考進めてきた老庸究の麻を二四

　隔心に伽ッけそやく働⊂引蛇7細渉膚へ亭亭勘就’
験馳行峡耽へと勤うことカ・回忌励

　　　　　　　　　一・∫．一

、
●

●
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．，拶ゆ奄鱒『『墜轡轡轡概專：．

●

’　．∴翌デ∫二』．’「’・　　　　．

　　　．軸．∠廊s鋤晦縁∫轟蛾：鼠四三議轟ふ撫）と1富艇7琳みル．

　　　　1ヒミ勘螂轍tて磁●の鴎・袷4留主φ嫁繋留幽鈴；＝，フ瓢拘一2雑；竃競

　　　　　．客伽二1夢磁磁’コ㌃喧、鍾・

　　　，野衆轡轡戸ll羽織乎戦略噸腕

鎚　⑱s即τ二耳《s晦印δ寓酬sl唖ゆ・．1．．叉『∫，

撃．’（㈱’灘擁φミ油ン劃一ド》附加郷講艇　　　　一

　　　　　　繍蘇座五÷の’．厩碗58鞍朗標．　・　’　　　　　　　　．．

　　　　　　個騨ゆ翠辮二野夏糊ば辮‘出1・に　∫

　　　　　　三熱卸・∵1：壊1『警妥俸ピ・∫．ψ　　　一

　　　　　（3♪s耳町頭染，1●・∫，1’　・。　　　”∴一．．

　　　　　．興講騨勉ジ岡岬§ζ醐・
　　　　　　働励．瑚改’1照2解の∬勾Aの灘鯉擁fナ寵漉上段佃ゼ

　　　　　燭御謝喧々轍φ∫．∴ジ．．　．．．・ゴ：．㍉lllン

　　　　　　　∫1ρ・3卿御三ンギン．・・∫…三．羽：

　　　　　　・考鱗li霧羅細細；轡騨㈱）』

　　　　　　　　　　　　　　　　．十一賜∂鯛」輌’・



●

●

ζ懐鷹陵i職棚溜ソで艘ス吻レイジン勲

　　　　L、級轟塵む鳶口蝉た擁べ鐙移さゼ51

（輝～∫剛同職馳三四ρ静止継抑三三薦蘇
　　　　旧記纏上段側ぞ霧加rすき∴：1．‘　’　．・　．‘　・．

　　　　　〈蹴勲雛三徳；ド搾紬r酬上）

（襯照り鱗ワ㌘擢嫡炭騨綱騨吻購の5EFτ騨1宏曙亀

　　　備鐸課歯質。飛・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

　　　　　　　　　　　　一一4印ボ

　　齢簡ρ撒繹（ρ再s＞濟季糊口齪礁’

　　　ζゆ’鷺舞；’

　　　　噺修轡騨締即∵ll雫ρ下輝師ρ醗

　　　欝塵撒簿識撚1辮畔撫ド・・一

　　　　口腔騨聴器ぐ貿団匪く韓；鱗齢の禰

　　　！爾綿蘇繰幽幽二二確雌て1粉

　　働・癖鯛捲計画・・　、1．・幽ゼー・．．．

　　　：額際織誇叢脚巳1滋蒸　　・、

⑳拶鯛吻絃ソジゆ躯．酔漸輝画0　・．



◎・

●

　　　　　　　　，

　　β》稀薄三巴と傷星η励三彩とのチ渉三三宛．

φ瀞藷。ぢイ灘…　’♂㌧　2

　　．｛￥）’弓術試験四三bAS－Eア

　　　　　ミ7シ曾ソ3軌：1薦：茨：挟技術，防i熱構地穿の総合試験

　　　　　衛鞭1妄3：重量ン・．．　．苓0櫓

　　　　一　　　　旧記．　9終00ぐ．

　　　　　　　　　．鎌解・・潔；’瀦愚輩

　　　　　　　　　両三嫌揖　　　　70・》X上

　　餅戴鍛凱評議撃弊鞭》

　　　　ミ脚一：徽’碗5・糊下が碑輝脚團の回

　　　　　　　　　　≒『嬉≒贈6●∴’　　　　　　，

誌
鋸

鐸帝’ @　　　　　　　　　　　　一

　　　蜘トセン海部セシ甥抑庸蹴磯，

　　　ω働要性．　　・　1．’1．・　’1

　　　　　やケ画にぢげ纐鰍の雀鯛綿，琢鏡硝舜全1ξ対→ち一会的要望に応

　　　　えて人工耀徹蹴望機）f＝よる搾」トセンシが技伽継棚継

　　　　脚そ猟てt嚇編地来い桝論調捌聯吻ヒ批『

　　　　接ト鯉　1セ1サll物御三勅か要図

　　　　’薙難癖舞藻警難i慧鰻鰯灘

　　　　班蕪韓語蘇細越搬騎蕪罫隷霧繍露

　　　　徽嘩ぺ緯ン塘肺’蝋享轡的．‘：趨松どkよって齢解

　　　　二tρ

　　　　　　　　　　　　　　凛rワー≒

，　駐

、・
堰f

‘

響

マン勤基衆実験唱
N5袈並の嫌’翻り球催蝋！蝋3轍練切7欠齢●∫

蜍
ｸ
編
2
雛
∫
’
舞
山
山
M
3
＄
概
卯
顔
笏
し
蜘
誓
・
　
．
　
ガ
”
　
　
　
　
I
F
”
’
∫
辱
耳
τ
S
k
鋒
旧
く
難
テ
ズ
ト
〉
．
．
．
r
　
　
●
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

、

■

i∴

の

．●



　　　審λ二四≠寄贈瑠傷ご1、三・’．洞∫．「．

ぐ濡即言簾回忌1帯淫：∫二・

　　　　　　即塀≒靴‘て曜伽f勧め畑ら職図多鯛甑2段

　　　　　∫樺糸鰍爾縣・塀曜き灘さ二昨ぬそ曜徹幌鮎並
　　　　　．燦ゆう諸虚噸尋であ5．磁心’・漁ゆ伽F‘ま．・身わ南謎1ζ路度の、技爵と

　　　　　螺門門綿鯛轡黒鼠ナ虚血舷うく轍旅究欄

　　　～㌔鴨羅鵬命1∫篤11∫二1凱1二．

　　　　設鰹綿燦濃綴『ン㍗嚇『ζ岬町

　　　．。　寧麟嚇断固ξ；掬璃撫蔓麟臼58巖1殉髄党1’1，鰯礪工

　　　　　　⑳妙聯≒楡噸即詰・う醒回忌擶競は．轡

　’　　　　多解要ρ「あ至概埼ド’漏水ポンナ1≠搬の：繍究庸発の最1重美τ国譲の一，

・・

笊h勢夢霧鶏魏繹1雛慮㈱う輪軸1：まり先

，’ ｯ獅富源リ・加職暁’頭徊ぐ筋沸ソ用）の試
　　・♂冒石馬究：酵果ほ≒応の取四二牧：あてい銑∫また，多牌ミ削ソ7ダウェアと誘導

　　群算裁にウいて渉・柑領脚晃6豊．潤しセおり∵ξ2鞍においてぱ，：地上試験

　　　童羅縫あて輪湘吻邊鰍1ξ燃伽ミ昇レ溜庸
　　靭樋脚力糊した動で《魏“；し筋て：34鞍網：行同上肋

　　轡露晦シ舷レ」均ン置僧伽て・回忌性を鋤叙馳増瓶誘導蹴

　　’ρ雑期嚇零『岬や聴講並勢鰍沸マご男面出直

‘2p輝控面諭客トラッ7吻疹式）あ石碗1嚇雄め諺簸！・

　　．ス外ラ㍗プウ輔ホーム1ま磯密な’嶽：三孝盤ゐあ：乏あらマ，諏を窮翻

　　麗謡講葎嬬舞瑠て∵ぷ1岬1お‘箪鞭1＝む“て’

　　．餓ス吻サツン斌禰置字㌦レ拶淋L傭褥て臨その，

　　旧離勘聯弾罐ぞ翔覧この勧欝鶴田騨
　　笥樽携物彩卿準輝學鱒～ス昂7マシソ斌の方二二てあう。

　　　1た遊て潭綿繰轄俸とこた都ヲッア物ン赫斌二二漱

’脚勲騨旗鱗榊肺5ζ夢1頭　　”1’

‘3》国際勲向とφ凋蓮

1ぎ芦∫隠鮮滋」・一lll㍑窺・・

●



’

●
・

同

9協ヌソ帰ン肺0建皮計の健頼弦

　就験　　　．　　’・．　　　　∴

’幽幽瞭計ρ鋤’

1戸猿鍵肋4哺雛

r慰物脚嬬よう
6ストヲヴフプウ地γサ1“》ケ」ジ海

．f漂流鍛
bス防7衿ンセソサ胸ケー鋤

　襯ぎ撚験

桝沸敦の幽幽

　’　　　　　　」一ρ一＿’

■

＼
a晒團圏膨蹴

■■9の一

　　　庶ランカ馬脳γグ（伽Rb廉爾は

脅鋼塀罪人蹄星轍勘＝ようて灘の一士’作珈な、～二

　　戚リ脚ε蜘徽勉二王歪継鰯．・

舘　5匿・’33　‘舛’ξ3・．醐　算　　　　錦　60絡
、

●　　　　　　　　曹

怩竅怩

一●�

臼
幽
慶
　
■
■
6
　
●
剛
b
�

RP郷行翻監ラ
塔fプ軌二二救　ド噛　　　　　9脳RP用センサ鋼杢屑餌一振一t勧e－f。69　

@　　　，　

@　　　「6
�

■r●　一’�

　　　　　　　　　　　　　．ヲ

宴fブ判例シス弘研究揃貌～・　

@　　　　　　　　　　　ゼ�

　’　

怩

�

■口　「騨■■一

@轍6�

1回忌ヒe転ツ。誌γ9伽網を勃

f劉うキング知レゐン。

ﾈRP用ゼンヅ庸蜘整デ

激Iペレ｝なγ研掌理窓、舳η

qS3研鬼虜棚1．’�

●　o　●嗣■�

離．麗翠11≒ようψ甑p爽験‘　

@　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　「�
�

　　　　ノ

D．



1

、

　　　．乞三図傭兜．　　　　　　　一．

　．．∫《ゆ解三竿一．・’1一㌦・’完．一　　　　　　　　　’
　　　　　　．務勧拶両両の剃痢ぞは，羅力，四丁撃労よ〃：太陽謝レギー孝

　　　　　　｛曳用ずう葡曹助乏物1覧鬼全購昔晶の，三差たど耽：．まず考えちれ，この1≒め

　　　　　．切ン伽知ケ州＝よう材撒絵f雛にあ材乳生物鰍r躍
　　　　　舳オr激殖凱・紬。1鋤か卿うと，．打上げ吻肋1三三伽勾ま勿

　　　　　∫徹覧ある洗絢ヌ痂撫め∂ξは，とくに回三三の融別磯て物う．．

φ．皇縣諜旧す翻完治酵’輝・徽嘩蛾1

　　　　　　ゆ四三回棚撚報に恕爾燦燦凡着嫉繭騒
　　　　　　　件によ5」オ『劃御‘客商単ピ阿る●しオし刀践還戊か・大きく，整カカ0聖簗δ．

　’　　　　　大脳勘圏η運脚か泌妥と捻う．

　　　　　　　6糎画牧細伽．f帥π敵で鰍を貨“迎埆バソ埆ξ獄．

　　　　　　　麗麹群行ラr痂励唖蝉ζ⑱て似蟹抑襯；，・さ’
　を　　　　　　《fきヅ，着姥1黙劇御‘開明と応5．

　　　．ぐ刊＝琢終的たε畑醐循俣用の可能轡献られ5ド

亀　　　」　　　．　　　　●’●

2）スケジ』・一’レ・　　　　　　　　短　　　銘　　　舘　・　　　　　39　・　翻

@　　　　　　　　　　　　　　1繭1謡　　　　　　　　　　　　　轍

1膚整

57・

を1

隔
辱

『
　
1
　
　
，
ノ
の
痢

Φ無饗形状回忌1甘の．
@回枚の、研究．・「　。整力加熱の研死

@・齪談蜥の厩’●

@。支駁榊lg椥け

@ひ融ぎう試険’

D・雌回棚鱗シス払の惰獣・

@　　　　　　　　　　　、A耀回郷旨噸収の研菟
@陰。】鰍7芋を’拍と・カσ出藍＝出す5石膏死

@・熱跳黎淋弘の価血路．

D講擁爾制騰の∫

@・イ敷カロ鹸回収技蜥の万訂究：庸発

@・璽幽幽ヒおよ〃r赫料の研舳鰺

@。規走跨磁構櫛細面
@　棚下楼　　・．　　　　　　　　　　　　●

S穏ξyう三三　　　　　　　　σ

飼 ・鼠斜事

σ 鼠 勲」
ワ

詐解 ㈲ 項5．｝

ら
ウ

塾x払●の　　鰭 亨

◎ 一望 ゆ　　　・

9 》ズム φ　’

o

「

、

◎

7

・・Uメ2・一
．一一ﾀ・r一



◎

咳’

蹴そり弛（従案）●

・’ P・rrp　R『3ρロオ『εξお‘才『5利i甫計画にフ∵ての繰衆．’

　　　丁P贈（篇ck6炉ゆぬ．Re8復γSa艶ε伽sy伽）セ兇備す粟

　　絢τP客＄＜π・よ嶋喚議P・t＾Rel“γ96捌この力磁2窮回す5．．

　　　TPR3S即ケワ画三三，人工鯉ρ賜翻蝕三図耀
　　で殊めに纏働御（勉慮跡三物て蕨鰍て“訪・
　　か口の早二三懲にと？では艇励1贈），窄ちに。人i【衛星によらマ測定

　　畑tたテちダ，まな熔．人工衛星内にお．・・て行われう利ヒ々φ実験テ㌧タ’

総の欄雪獅燃搾ス私乞回す5鵜は棚”：

　　　来団四A3Aは，’97亨早1と2個‘り「「D尺Sセ孝丁上げ多言わ画てあう：…∂r、

　●ジ隈：†5」彪七回域1ま地と銅‘｛頼るゼのとzわ翼うので、わオ団ず，

．織徽話劇曝＾rA雌闇肺こど己喚棚9

　　璽打ヱげ跨期は．昭和57～59年仁‘切》政7Pクレトによ．マ可寵

　’亀δの、と西之ち』にδ．。’一

r一ﾊ一

≧榊陳験サウン芳ング伽図引ぢ初点一一．
（Dロケ｝ント

　　　民，CR・ち耳a’のダ狙「ド静1二

　　6・1軸安定テ』フ7レ

　　＠曹3軸要定テ」ブル　　、

　　O．ペイロード癖加率堀場可愛翫艮く’∂寧～0．29）．

　、Φ旦幽幽

　　乞双付けう．　　　　　　・　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

（2）．且的．・

　　　莉燃スへ。」ス・シサ噸代の山上叡験瓶ヒ参歌驚差、

　　三山術を確保寸うとと5に’，980年κ‘ご翻r国魂制耐5乙思わ鵡材

　　：料只二二r星計画の三三を1卜5．

（3）スケジ』．一，レ．，

・搭載知斑つ整佛

・回収挾術．

　・，軸安足サウンテ著ツク協ット

・3軸嫉サク滴ンク回外
．。．《纏ロード勢加箆皮場

　　可笈蔵置陶発

　●功予料実験溺ツウン％ング

　　ロクサト触の麺働翻

ξ’　』に　　お　　」露　舘’銘　曹・37，鐙　　錦

、

、
■

●

匂

雪

’
r≒1ケ〕r’



　　　　3．有人橋行核衛に腐す多開知＝ついての二二

　、　　《ρ収：磁性　　　　　　　　　　　，　　　　’

　　　　　∫棚酵鰍面面・柵鰍．淋面識柳笏硬齪致
　　　　　　脚幽幽画工曲論晦瓢礁行瀬卸蝶とす珊代とβ・
　　　　　　てぞマ～・ラ・乏雌でロ惨トの侮宮西鋼溢泌ソxテム巳藺ずう石睨鰹

　　　ド，の迦卿【砺日本に曾ては有人獅痢題‡回視されマき勧7弗～蛎

．　荊人鮒三三回し聯日纏蜘発∂働こと8＝酬蛸噸ジ

◎　　鏡蕩盤面驚ξ編霜巽廻欝勲欝1詰潔．

　　　　　　テレ対レタシス弘嚇蝋燭数協ヴ．このよう鵬却よ州法

　　　　　　て鳳脳垢動湘当耀艮鞭げ，轄プラン階の設計募夕鰍得する

　　　　　　よ伽鰍は聯弾可簿協臓た鰍シλ拗擁跡ンテ拗
　　　　　　ど姻賦質”方献鮪1調陽射鵬人向の舞蹴粉輝
　　　　　　セうこと磨z寒、このよ？観だ態醗分解耐5ことガレでき転・

　　　　　　　厭鮪膜質努た均には菰ヒげロケッ桝隈隈砿回避

　　　　　　荻㈱確立浅瀬購システムの磁なと姻睡臆鈴鰍り嫌
　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

．　　　　術は粗当長期の研児麟賂期潮を要す5ρで硯時典オ・ら、硫兇乞スター．

　　　　　　させ配せとψし解」薯であう●　　　　　　　　・　　　’　　　　●

讐：　　　　　　　　’
　」　　∫‘z》寧際協力　・．∫！．㌦　1・・，・り

　　　　　　　鰹椛繭紬謡えら照珊励と畑り寸5と．舶蘭曲囎．

　　　　　　外汚蜘正心’鰍5識動牌8誘け5ミ畑の渤は．畑：物梱活噂

・　　動と賜・み細細に茜！細面ぞ乙こ鵬鰍乳て行⑳け凶ず・，
　　　　　　防鉢醐麺潮多数あり・謙ヨの面て物三襟協ヵ1淳向醐謡，また1．

　　　　　　躰で杁確耐5齢嚇礎デなタと‘筍継麗のて志し協て

　　　　　　踊門人断野馳酪糊漣奪と旧記蜘と刷時に
　　　　　　細砿やス跡三冠へ壌棚な細，杁蒲幽けるト．
　　　　レ．レ〒7ぞ働壇輝φ施設師て行考こと鰭えマ勢く1岬城・・

　　　　　　　　　　．　　　．・一161」

■

《3）スケシ』一1レ

　　　　　　　　　　5’
　◎才丁上げロケサト・三三惟

　　向上』＝肉す5三児

　・佃肉生今回将被量の
　　刷・知桐発

　・．翫1舟生今回＝三三〃5

　・研雍陶発

　・同塵，葡エネルギL

　　斧江子、シールド袈回り　’

　　研究繭塾’

　・下呂肉環娩i糾榊輩豆

　　の庸i鵬発　・

　9富加七三回3小技1｝物

　研勲・港

　リズペLスシャト1レ仁袈う

。． l回工乾齢三門
　　へ婦卸B

　。有人爵〒ヒおけう

　乗暗ゆトレー＝ング

1砂ρ

・舘　　　　50 塑．‘8 ・70 ヘ　フニ
’面 拠

涯
、 毒

・y

甜9● ◎’ ｶ
　　　：■　　・・一順り・

’

｛
a 9

・　　　　・

研究、 廟
　＼@　　…
ﾕ＿＿ド

’
…

衡 豪
9

「

●　幽・ 望

・の静翼悔 望

「
｝’

　
　
　
｛
t

≒一〃一・ξ

P

・
G

　’

∂


